
自
衛
隊
、
米
軍
基
地
や
原
発
、

国
境
離
島
な
ど
の
住
民
を
監
視

す
る
土
地
利
用
規
制
法
案
が
衆

議
院
を
通
過
し
、
現
在
（
11
日
）
、

参
院
内
閣
委
員
会
で
審
議
中
で

す
。
国
会
の
審
議
で
、
政
府
は

調
査
の
対
象
、
実
施
主
体
、
範

囲
、
期
間
い
ず
れ
も
法
文
上
、

限
定
が
な
い
こ
と
を
認
め
、
幅

広
い
市
民
が
監
視
対
象
に
な
る

こ
と
を
答
弁
し
て
い
ま
す
。

同
法
案
は
基
地
周
辺
な
ど
を

「
注
視
区
域
」
に
指
定
し
、
機

能
阻
害
行
為
の
有
無
な
ど
土
地

利
用
状
況
を
、
調
査
す
る
も
の

で
、
当
然
、
自
衛
隊
信
太
山
駐

屯
地
周
辺
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
左
地
図
参
照
）

こ
の
地
図
で
見
る
と
、
鶴
山

台
南
小
、
幸
小
、
和
泉
中
、
伯

太
小
、
黒
鳥
小
、
芦
部
小
、
北

池
田
小
に
勤
務
す
る
教
職
員
は

確
実
に
対
象
と
な
り
、
同
じ
住

宅
地
内
に
あ
る
鶴
山
台
北
小
、

信
太
中
、
信
太
小
も
対
象
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
和
泉
市
だ
け
で
な
く
、

堺
市
西
区
（
福
泉
地
区
周
辺
）

や
堺
市
南
区
（
赤
坂
台
周
辺
）

に
居
住
す
る
住
民
も
調
査
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
政
府
は
、
調
査
に
よ
っ

て
は
一
度
で
把
握
し
き
れ
な
い

場
合
、
「
調
査
が
継
続
的
に
行

わ
れ
る
」
と
述
べ
、
特
定
の
対

象
者
を
日
常
的
な
監
視
下
に
お

く
可
能
性
を
認
め
て
い
ま
す
の

で
、
一
度
で
も
こ
の
学
校
に
勤

務
し
た
り
、
こ
の
地
域
に
居
住

し
た
住
民
は
永
久
に
対
象
と
さ

れ
る
可
能
性
さ
え
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
案
は
、
重
大
な
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
を
招
き
か
ね
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
は

首
相
の
さ
じ
加
減
で
あ
ら
ゆ
る

機
関
（
公
安
調
査
庁
や
自
衛
隊

情
報
保
全
隊
、
内
閣
情
報
調
査

室
な
ど
）
を
動
員
で
き
る
「
市

民
監
視
法
」
で
あ
り
、
た
だ
ち

に
廃
案
に
す
べ
き
で
す
。

19
年
度
の
「
教
科

書
検
定
」
で
、
「
欠

陥
が
著
し
く
多
い
」

と
し
て
不
合
格
に
な
っ

た
自
由
社
の
中
学
校

歴
史
教
科
書
が
修
正

合
格
し
、
見
本
本
が

中
学
校
に
回
覧
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
使
用

さ
れ
て
い
る
中
学
校

教
科
書
は
、
本
来
４

年
間
使
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、

わ
ず
か
１
年
で
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、
学
校
現
場

は
大
き
な
負
担
と
な

り
ま
す
。
加
え
て
、

そ
れ
以
前
に
、
こ
の

教
科
書
の
内
容
（
特

に
古
代
史
と
近
現
代

史
）
に
は
大
き
な
問

題
点
が
あ
り
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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給振口座を「ろうきん」にすると、コンビ

ニでの現金引出手数料が０円になります。

子どもと学校を追い詰める「学習指導要領」は抜本的見直し。｢ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄ」「すくすくﾃｽﾄ」は廃止。

Ａ:鶴山台南小、Ｂ：幸小、Ｃ＝和泉中、Ｄ＝伯太小・黒鳥小

Ｅ：芦部小、Ｆ＝北池田小は監視地域になります。(大阪民主新報より)


